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成果の特徴
• 国内の米乾燥調製施設から得られたアスペルギルス属菌についてゲノム情報を解
析しました。

• 国内のアフラトキシン（AF）産生菌と非産生菌を横断的に比較可能なデータを公
開しました。

想定される用途・連携希望先
国内のアフラトキシン産生菌判別技術開発のための基礎情報として利用出来ます。
真菌の検出技術に興味のある企業との連携を希望します。
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254aa 359aa 399aa
MAFF 111218 Gln Val Gly
MAFF 111219 Gln Met Arg
MAFF 111220 Gln Met Gly
MAFF 111221 Ter Met Gly

MAFF
111218 111219 111220 111221

PDA斜面培地

PDA：ポテトデキストロース
寒天培地

活性炭培地：PDA, α-シクロ
デキストリン, 活性炭
粉末の混合培地

国内の米乾燥調製施設から取得した4株のア

スペルギルス属菌は菌核（黒い粒）や分生子
（緑色の粉末）の形成量、AF産生能（青色の蛍
光）の有無に違いが見られました。

AF産生菌はMAFF 111218~111220、AF非産
生菌はMAFF 111221として、農研機構ジーン
バンクに菌株を寄託し、ドラフトゲノム情報を
国立遺伝研のDDBJに登録しています。

AF産生遺伝子クラスターの塩基配列長(bp)比較

aflR遺伝子のコードするアミノ酸配列の比較

AF産生菌（MAFF 111218~111220）はアミ
ノ酸配列がそれぞれ異なっていると予測されま
す。また、AF非産生菌（MAFF 111221）には
終止コドン（Ter）が含まれ、アミノ酸の翻訳
が正常にが機能しないと予測されます。以上よ
り、国内菌株にも遺伝的多様性が示唆されます。
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